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図11　印旛沼・幕張ルート（平戸川ルート）の台地越え付近（べ一スマップは
　　　明治15年の2万分の1迅速測図「千葉県下総国印旛郡上志津村及千葉郡横
　　　戸村」「千葉県下総国千葉郡大和田村」
212
［干拓以前の潟湖とその機能］・・…青山宏夫
に形成された砂州上に立地し，背後には低湿地ないしは入江をかかえていた。したがって，陸路はこ
の砂州上を走り，幕張の東端で花見川を渡ることになる。つまり，幕張は陸路と水路の接点であった
のだ。千葉氏の居館から離れているこの地に菩提寺が建立されたのは，こうした交通の要衝としての
地理的位置が関係しているにちがいない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（64）　一方，このルート東端の印旛沼畔には笠神がある（図1）。ここには，「笠上又太郎禅門」という
有徳人のいたことが知られ，付近には船戸という地名もある。その位置は，常陸川から印旛沼に入っ
てすぐの西岸であり，常陸川には面していない。このことから考えて，その有徳人がよって立つのは，
印旛沼における水上交通ではなかっただろうか。
　さらに，このルート上には平戸川左岸に萱田御厨があるほか，分水界に近い花見川上流に面しては
花嶋山天福寺がある（図1，図11）。その本尊十一面観音立像は，胎内墨書から仏師賢光による建長
　　　　　　　　　　　　　　　　（65）8（1256）年のものであることがわかる。賢光は，このほかにも印旛沼中部左岸の来福寺（印旛村平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（66）賀）にある弘安8（1285）年の薬師如来坐像や，印旛沼西端に近い多門院（印西市松崎）にある正応
　　　　　　　　　　　（67）2（1289）年の毘沙門天立像も残しており，その活動範囲は花見川流域と平戸川・印旛沼流域の双方
にまたがっていた（図1）。
　以上，印旛沼から平戸川・花見川を経て総武湾に至るルートを検討してきた。これは，近世の開削
ルートにほぼ近いものであるが，その理由の一つは水上交通が地形条件の制約を強くうけるためにコー
ス自体がかぎられたものになるからである。しかし，むしろここで注目すべきは，近世中期以来この
コースを確保する試みが繰り返し行われたのはなぜかということである。そこに，このコースを妥当
なものとする歴史的前提と地理的認識とがあったと考えることはできないだろうか。
おわりに一「事件」の環境史から「日常性」の環境史ヘー
　以上，干拓以前の椿海を中心として，中世とりわけ14世紀前後の下総国における湖沼や河川の利
用について検討し，それらが交通路として利用されていた可能性を指摘してきた。その交通路とは，
房総半島太平洋岸～常陸川・香取海～総武湾をつなぐ水上交通ルートであり，いずれも中世東国にお
ける多様な交通ルートの一つとして，一定の機能を果たしうるものであった。このように，湖沼や河
川という水域が水域として利用されることで，それらは役割を果たしえていたのである。つまり，そ
の社会には，水域を利用する生活様式が成立していたといえよう。
　しかし，これら水域の多くは近世以降に干拓され，その景観を大きく変えることになる。椿海の場
合，近世初期の干拓で干潟八万石と呼ばれる新田が成立し，耕地の拡大と農業生産の増大が達成され
た。つまり，水域は，水域として利用されることではなく，干拓の対象となって消滅することでその
役割を果たしたのである。もちろん，その関係については，干拓されたために水上交通が消滅したの
だとばかりはいいきれない。逆に，水上交通が衰退したために，その水域を維持する必要がなくなっ
たということもあるにちがいない。椿海の場合も，船が大型化することや，その安定的な航行を可能
とする東廻り航路の開拓によって銚子沖の難所が越えられるようになったことなどが，椿海の水上交
通路としての意義を低下させ，干拓に至ったとも考えられる。
　いずれにしても，こうして開発の前後で水域の景観と機能は大きく変わった。したがって，この開
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発による変化に注目するならば，人と自然とのダイナミックな関係を捉えることができるだろう。そ
れは，まさに環境史の重要なテーマであるにちがいない。これと同様なことは，災害をテーマとする
場合にもいえる。すなわち，災害と復興における人と自然との関わり合いである。
　しかしながら，人と自然が相互に働きかけるのは，こうした「事件」が起きたときばかりではない。
持続的な社会のなかでは，人と自然の相互作用が日常的に繰り返されている。こうした「日常性」の
なかにも，環境史の重要なテーマが潜んでいる。従来，環境史といえば，こうした「事件」の環境史
を意味することが少なくなかったが，「日常性」の環境史もまた重要な課題といえるだろう。
　さて，本稿では，「開発」以前が必ずしも「未開発」ではないという問題意識のもとに，椿海干拓
以前における水域の利用に注目した。それは同時に，「開発」以前にあったはずの持続的社会におけ
る人と自然との相互作用を考えることでもあった。これら二つの課題は表裏の関係にあり，開発以前
が「未開発」であるか否かは，開発以前における人と自然との関係のあり方に関わっている。つまり，
「開発」とは，人と自然とが切り結ぷ関係のなかでこそ定義されるものなのである。
註
（1）一新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業
団編「一般国道7号線中条黒川バイパス関係発掘調査報
告書　蔵ノ坪遺跡」新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化
財調査事業団，2002
（2）一前掲註（1）
（3）一建治3（1277）年4月28日「高井道円（時茂）
譲状案」新潟県編『新潟県史　資料編4　中世二　文書
編H』2341（2）号
（4）一弘安元（1278）年5月18日「将軍家政所下文
案」「鎌倉遺文』13049号。なお，「清水」の読みと比定
については次の文献による。青山宏夫「奥山庄の庄境に
ついて」石原潤編「農村空間の研究上』大明堂，17合
192頁，2003
（5）一前掲註（4）青山論文
（6）　元禄8（1695）年の検地では，田が約1，805町
歩，畑が約936町歩，砂地が約646町歩であった。この
砂地は，寛保3（1743）年の検地で田が約256町歩，畑
が約67町歩とされたので，これを加えると検地による耕
地総面積は3，000町歩を越えることになる。なお，椿海
干拓については，次の文献を参照。菊地利夫「干潟八万
石の干拓と用水・排水の諸問題」『続・新田開発一事例編一』
古今書院，441－479頁，1986
（7）一こうした成果ばかりでなく，この干拓による自
然環境の変化が水害や干害をもたらしたことにも留意し
なければならない。
（8）一現在，日本には50kn12以上の湖沼が14ある。
かつての椿海はこれらに次ぐ広さをもっていた。
（9）一森脇広「九十九里浜平野の地形発達史」「第四紀
研究』18，1－16頁，1979
（10）一旭市教育委員会編「千葉県旭市埋蔵文化財分布
地図』旭市教育委員会，46頁，1987
（11）　前掲註（10）
（12）一越後国では，「北国遣足帳」（国立歴史民俗博物
館蔵）にみられるように，砂丘背後の河川が舟運に使わ
れていた。なお，「北国遣足帳」については次の文献を参
照。山本光正・小島道裕「永禄六年北国下り遣足帳」「国
立歴史民俗博物館研究報告』39号，158－179頁，1992
（13）一帝国農会『状態別耕地に関する調査』　（1943）
によると，昭和17（1942）年に湿田率が最も高いのは福
井県の65．4％で，以下，茨城県，新潟県，千葉県と続く。
全国平均は30．6％。このように千葉県で湿田率が高いの
は，こうした谷津田のほかに，前述した堤間湿地におけ
る湿田も関係していることはいうまでもない。
（14）一千葉県教育庁・（財）千葉県文化財センター『八
日市場市平木遺跡一県立海匝地区（仮称）養護学校建設
に伴う埋蔵文化財調査一』千葉県教育庁・千葉県文化財
センター，75頁＋写真，1988
（15）一①前掲註（14），②「134平木遺跡（小久貫隆史
執筆）」千葉県史料研究財団編「千葉県の歴史　資料編3
考古（奈良・平安時代）』千葉県，688－689頁，1998
（16）一①富岡儀八『日本の塩道』古今書院，1978，②
同『塩の道を探る』岩波書店，1983
（17）一①千野原靖方「中世房総の船』嵜書房，1999，
②石井謙治『和船H』法政大学出版会，1995，③同『日
本の船』東京創元社，1957
（18）一仁玉川沿岸に奈良・平安期の土師器などの散布
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地が集中してみられるのも，交通路との関係から考えら
れよう（前掲註（10））。とりわけ，念仏川合流点にある新
田遺跡，もっとも海よりの水神野南遺跡，いつまで遡り
うるかは不明だが水上交通と関係する地名にある湊遺跡
などは興味深い。なお，建永2（1207）年10月「関白前
左大臣家政所下文写」（『千葉県史料　中世篇　香取文書』
（以下，「県　中世　香取』と略）旧大禰宜家文書12号）
にみえる「神宮寺浦」を，仁玉川河口に位置しかつこれ
らの遺跡が分布する神宮寺に比定できるか否かについて
は，椿海がかつて香取神宮の池であったという伝承（「香
取志』）の検討とあわせて，今後の課題としたい。註
（53）参照。
（19）一小笠原長和「九十九里平野の寺院文化」『中世房
総の政治と文化』吉川弘文館，279－298頁，1985
（20）一文永9（1272）年「関東下知状抄書」『千葉県史
料中世篇県外文書』（以下，『県中世県外』と略）
791号
（21）一前掲註（20）
（22）一ここでいう新田とは，永原論文のいうように，
新規開発だけではなく再開発分も含まれるものであるこ
とはいうまでもない。なお，同論文では，この新田が開
発されたのは山（丘陵）よりの傾斜地であるとしている
が，砂堤列平野のなかでももっとも海に近い野手，尾垂
が対象となっているのであるから，本稿で述べるように，
砂堤列平野とりわけ堤間湿地としなければならない。永
原慶二「中世東国の新田と検注一金沢文庫古文書の一点
によせて一」『日本中世社会構造の研究』岩波書店，128－
135頁，1973
（23）一匝瑳南条庄のうちにあり，平木遺跡から約2km
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の地名が残っている。これらを，地頭の開発にちなむも
のと考えることもできよう。しかし，平木遺跡からさほ
ど離れていないことからみて，それとの関連も考えられ
るので，これについての詳細は今後の課題としたい。な
お，「小笹」は，「小匝瑳」と表記されたこともあり，こ
れを古代匝瑳郷に関連する地名と考える説もある（「日本
地理志料』）。
（24）一『県　中世　県外』422号
（25）一『吾妻鏡』文治2（1186）年3月12日条。なお，
木村論文によれば，二位大納言とは藤原兼房であるとい
う。木村修「鎌倉末期の下総国東庄上代郷」小川信先生
の古希記念論集を刊行する会編『日本中世政治社会の研
究』続群書類従完成会，773－798頁，1991
（26）一「鎌倉将軍家寄進状案」『県　中世　県外』757
号
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（27）一上代郷に関する研究としては，前掲註（25）木村
論文のほか，次のような論文などがある。①伊藤一男
「東胤頼一族と北総の荘園一下総国東荘上代郷の土地と農
民一」千葉県郷土史研究連絡協議会編『論集　千葉氏研
究の諸問題』千秋社，154－186頁，1977，②石井新二
「東荘」網野善彦他編『講座日本荘園史5　東北・関東・
東海地方の荘園』吉川弘文館，179－191頁，1990，③遠
山成一「内乱期下総国における寺領経営の一側面一称名
寺領東庄上代郷と湛容一」千葉県の文書館3，89－116頁，
1998
（28）一『県　中世　県外』758号
（29）一『県　中世　県外』759号
（30）一前掲註（27）②は，この入海浦を常陸川（②では
鬼怒川）とし，その一円知行の対象を津料の権益と漁業
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（31）一前掲註（27）①
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ち）」（万才），「舟木内」（溝原）などがある。
（35）一『東庄町史研究』5号，1985。なお，飯田は，こ
この「船引」という地名に注目して，この鞍部に水運を
連係するルートを想定している。飯田傳一『大友城祉考一
平忠常について一』洋洋社，1959
（36）一千葉県文化財センター編『千葉県中近世城跡研
究調査報告書第3集一大友城跡・坂田（城山）城跡発掘
調査報告一』千葉県教育委員会，1983
（37）一前掲註（32）には，「大伴河辻下」という記載がみ
られる。この大伴河は，おそらく大友付近を流れる川で，
ここで想定したルートの川である可能性が高い。
（38）一「下総国東庄上代郷黒部村検見帳」『県　中世
県外』764号
（39）一前掲註（32）に称名寺領としてみえる「湖壼所」
が，このルートに関わっていたかもしれない。
（40）　　「海夫注文」『県　中世　香取』旧大禰宜家文書
124－131号
（41）一①小竹森淑江「中世香取海における津の支配一
海夫注文の分析から一」『武蔵大学日本文化研究』2，37－
53頁，1981，②網野善彦「海民の社会と歴史（二）一霞
ヶ浦・北浦一」『社会史研究』2，271－310頁，1983
（42）一「海夫注文」『県　中世　香取』旧大禰宜家文書
124号
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（43）一「安富道轍等奉書写］『県　中世　香取』旧大禰
宜家文書115号
（44）一前掲註（41）①
（45）一近世以前の東京湾の呼称については，便宜的に
「江戸湾」とすることが多い。しかし，この呼称は，古代・
中世については必ずしも適切ではない。本稿では，東京
が成立する以前の古代～近世までに通用する呼称として，
とりあえずその沿岸のほとんどを占める2国の名をとっ
て，「総武湾」と呼ぷことにする。
（46）一「県　中世　香取」9号
（47）一この胤康は，「吾妻鏡』承久3（1221）年6月18
日条には「風早四郎」とみえる。
（48）一この風早胤康の居館跡には，香取神宮と同じく
経津主命を祭神とする風早神社がのちに建てられたとい
う。また，この神社は戦国期には小金城主高城氏から社
領を寄せられたとも伝えられ，社伝によれば，風早庄の
惣鎮守であったという。「松戸市史』上巻，松戸市，515
頁，1961
（49）一①応安7（1374）年10月14日「安富道轍等連
署奉書写」『県　中世　香取』旧大禰宜家文書116号，②
至徳4（1387）年5月1日「大禰宜長房譲状」『県中世
香取』旧大禰宜家文書153号
（50）一応永14（1407）年卯月「大禰宜幸房訴状案」
「県中世香取』旧大禰宜家文書180号
（51）　　「海夫注文」『県　中世　香取』旧大禰宜家文書
128号
（52）一鈴木哲雄「将門の乱から鎌倉武士へ一坂東の風
景から一」網野善彦・石井進編「中世の風景を読む2
都市鎌倉と坂東の海に暮らす』新人物往来社，123－154
頁，1994
（53）一高浜津の東隣には，同じくその「海夫注文」に
記載された柴崎津があって，同様に常陸川をはさんで笹
川と向き合っている。この柴崎津は，建永2（1207）年
10月「関白前左大臣家政所下文写」（前掲註（18））に
「神宮寺浦」とならんで記載された「柴崎浦」に比定され
ており（前掲註（52）），香取神宮領と主張されている。前
掲註（18）でも述べたように，神宮寺浦については未詳で
はあるが，仁玉川～椿海～船引～桁沼～笹川～常陸川と
いうルートの両端に，香取神宮領の「神宮寺・柴崎両浦」
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が位置していたとすれば，きわめて興味深いことといえ
る。
（54）一『徳川実紀』寛永8年3月
（55）一大治5（1130）年6月11日「下総権介平経繁寄
進状写」『県　中世　県外」416号
（56）　　文永9（1272）年10月29日「関東下知状」
「県　中世　県外』439号
（57）一大井津は手賀沼岸にあるため，琵琶湖湖岸にあ
る大津に讐えられたものと考えられる。「将門記』，『今昔
物語集』（巻25－1）
（58）一鎌ヶ谷市教育委員会編『鎌ヶ谷市史中巻』鎌ヶ
谷市，1997
（59）　　延文3（1358）年5月3日「日樹置文」千葉県
文書館篇『千葉県史料　中世篇　諸家文書　補遺』弘法
寺文書30号
（60）一時代は下るが，大柏・真間川には昭和初期まで
舟運が通じており，海に至る輸送ルートがあった（鎌ヶ
谷市教育委員会編『鎌ヶ谷市史資料編V（民俗）』239－
242頁，1993）。また，谷地川の谷頭にある難子水という
池には，以下のような伝承が残されている。すなわち，
池の近くにある妙蓮寺の僧が，この池の水を汲んでいた
ところ，足を滑らせて池に落ちてしまった。しかし，遺
体があがらず不審に思っていると，浦安沖で見つかった。
だから，難子水の底には海につながる穴があるのだと
（同上書522頁）。もちろん，伝承の扱いには慎重でなけ
ればならないが，谷地川と総武湾（東京湾）とのつなが
りを示す資料として興味深い。
（61）一大治5（1130）年6月11日「下総権介平経繁副
状写」『県　中世　県外』418号
（62）　前掲註（24）
（63）－15世紀後半に馬加康胤の子輔胤が，千葉宗家の
本拠地を佐倉（現酒々井町本佐倉）へ移したのにともな
い，海隣寺もその近くに移転した。
（64）一康暦2（1380）年「檀那門跡相承資」『県　中世
県外」357号
（65）　千葉県編『千葉県史料　金石文篇一』52号
（66）一千葉県編『千葉県史料　金石文篇二』114号
（67）一千葉県編『千葉県史料　金石文篇二』173号
　　　　　　　（国立歴史民俗博物館歴史研究部）
（2003年5月23日受理，2003年7月18日審査終了）
Lagoons　befOre　Land　Rec1㎜ation　and　their　Functions：Water　Transportation　in
Tsubaki・no・umi　and　Shimousa
AoYAMA　Hiroo
This　paper　is　a　re－examination　of　the　significance　of　development　by　means　of　an　investigation　into　the
landscapes　and　functions　of　lagoons　befOre　they　were　reclaimed　by　drainage　that　is　underpinned　by　the
acknowledgement　that　development　is　not　always　preceded　by　a　lack　of　development．　At　the　same　time，
rather　than　adopt　an　approach　that　centers　on　histo亘cal“events”such　as　development　and　disasters，　it
seeks　to　reveal　issues　of　environmental　history　within　the　framework　of　the“routineness”of　the　interplay
between　man　and　nature　that　unfolds　within　a　continuing　society．
　　　First，　using　the　examples　of　Tsubaki－no－umi　in　Shimousa　Province　and　its　environs，　which　were
reclaimed　by　means　of　drainage　at　the　beginning　of　the　Early　Modem　Period，　I　take　a　look　at　the　relation－
ship　that　their　topographical　features　have　with　hllman　activity．　This　investigation　has　revealed　a　number
of　phenomena．　For　example，　diverse　land　use　was　possible　on　the　flat　land　fbmed　by　rows　of　sandbanks
that　blocked　off　Tsubaki－no－umi，　the　site　of　Tsubaki－no－umi　lagoon　was　suitable　as　a　harbor，　deep
branch－shaped　valleys　formed　on　the　Shim皿sa　plateau，　and　there　was　an　isthmus　at　the　northem　part　of
Tsubaki－no－umi．
　　　It　was　within　such　a　topographical　environment　that　the　Nitamagawa　River　had　been　used　as　a　route　fbr
water　transportation　since　ancient　times　in　the　sandbank　flat　lands　and　that　on　the　sandbanks　there　were
roads　that　ran　east　to　west．　New　paddy　fields　were　developed　in　the　thirteenth　century．　Because　the　Tou－
shi　clan，　which　ruled　Tou－no－sho，　actively　sought　to　take　possession　of　Tsubaki－no－umi　one　would　think
that　they　would　have　used　it．　Moreover，　on　the　basis　of　place　names　recorded　in　documents　dating仕om　the
Middle　Ages　and　the　names　of　places　in　the　area，　we　leam　that　it　was　used　fbr　water　transportation．　This
water　transportation　route　went　from　Tsubaki－no－umi　on　the　Pacific　Ocean　through　the　isthmus　on　the
Shimousa　Plateau　all　the　way　through　to　Hitachigawa　River　and　Katori－no－umi．　Thus，　by　avoiding　the
treacherous　sea　off　Choshi　coast，　it　fulfilled　a　specific　role　as　a　route　that　linked　west　of　Kanto　with　north
of　Kanto．
　　　What　is　more，　it　appears　that　this　r皿te　also　linked　up　with　the　Teganuma－Kazahaya　route，　the
Teganuma－Mama　route　and　the　Inbanuma－Makuhari　route　which　went　from　Hitachigawa　River　through
Teganuma　and　Inbanuma，　then　used　the　branch－shaped　valleys　cut　deep　into　the　Shimousa　Plateau　and
came　out　at　Sobu　Bay（present－day　Tokyo　Bay）．　In　this　way，　it　linked　two　inland　seas－Katori－no－11mi　and
Sobu　Bay．
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